
清水庁舎 1982(S57)年と2023（R5）年の時刻歴応答解析結果について

※昭和57年 解析結果
EL CENTRO NS
最大加速度500gal

※昭和57年 解析結果
Hachinohe EW
最大加速度500gal

令和５年 解析結果

⇒最大加速度612gal

⇒最大加速度418gal

上記※のデータについては、株式会社建築技術「建築技術1982年11月号」P69

「図２０ 応答最大層間変位（弾塑性変位）」を参照

令和６年９月議会資料

財政局管財課

資料１

清水庁舎 1982(S57)年と2023（R5）年の

時刻歴応答解析における最大層間変形角

階
数

層間変形角
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① HACHINOHE　EW ① HACHINOHE　NS_60

② EL　CENTRO　NS ② EL　CENTRO　NS_60

③ TOKYO　101　NS ③ TAFT　EW_60

④ 伊豆大島近海地震 ④ 神戸　基盤1.2

⑤ 伊豆半島東方沖地震 ⑤ 八戸　基盤1.2

⑥ 乱数　基盤1.2

⑦ 神戸　基礎底1.2

⑧ 八戸　基礎底1.2

⑨ 乱数　基礎底1.2

⑩ サイト波 富士河口　NS

⑪ 模擬地震波 南海トラフSZ02

※令和５年度の地震波の選定については、「静岡県　建築構造設計指針・同解説」のうち
「８．４時刻歴応答解析」の（解説）を基に選定した。

昭和５６年と令和５年の時刻歴応答解析の地震波の比較

※SZ02…2016年国土交通省「超高層建築物における南海トラフ沿い
　　　　巨大地震による長周期地震動対策について（技術的助言）」
　　　　別紙にある静岡地方の区域分け。
　　　　静岡地域は、SZ1～３に区域分けされ、清水庁舎はSZ２区域に
　　　　該当する。

※EW、NS…位相波または成分のことで、EWは東西、NSは南北を示す。
※_60…速度60（＝50×1.2）kineに基準化した地震波
※基盤1.2…工学的基盤位置での地震波に地域係数ｚ（1.2）を乗じた地震波
※基礎底1.2…基礎底位置での地震波に地域係数ｚ（1.2）を乗じた地震波

令和５年

観測波

告示波

昭和56年

観測波
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－3－①－

『静岡市公共建築物耐震対策推進計画』
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『静岡市公共建築物耐震対策推進計画』
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－3－②－



令和６年９月議会資料 

財政局管財課 

資料４ 

建築基準法における構造計算方法 

法：建築基準法  令：建築基準法施行令  建告：建設省告示 

 

法第 20 条 第１項 第１号 ：高さ 60ｍを超える建築物 

  ⇒令第 81 条 第１項 第 1 号 ：連続的に生ずる力及び変形を把握（時刻歴応答解析） 

令第 81 条 第１項 第４号 ：国土交通大臣が定める基準に適合すること 

                   ⇒平 12 建告第 1461 号 ：超高層建築物の計算方法 

法第 20 条 第１項 第 2 号 ：高さ 60ｍ以下の建築物（高さ 20ｍを超えるＳＲＣ造の建築物） 

  ⇒令第 81 条 第２項 第１号 ：31ｍを超える建築物 イ 保有水平耐力計算（大規模地震） 

     ・令第 82 条 ：保有水平耐力計算 

     ・令第 82 条の 2 ：層間変形角 1/200 以下（検討地震力：法第 88 条第１項） 

     ・令第 82 条の 3 ：保有水平耐力 必要保有水平耐力の計算方法 

  ⇒令第 81 条 第３項 第１号 ：31ｍ以下の建築物 許容応力度等計算（中規模地震） 
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